
事例 中学校外国語科（英語） Ｊ中学校

１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第３学年

学習指導要領 聞くこと（エ）

話すこと（ウ）

単 元 名 （全８時）LESSON7 A Vulture and a Child, LET'S TALK 5 それはいい考えね
NEW CROWN ENGLISH SERIES 3

単 元 目 標 ○主張したい内容を整理し順序立てて、既習表現やジェスチャーなどを用

。（ ）いながら伝えようとする コミュニケーションへの関心・意欲・態度

○既習表現を駆使しながら、自分の主張を整理し順序立てて話すことがで

。 （ ）きる 表現の能力

○相手の主張している内容について、分からないことを聞き返したり、不

、 。 （ ）明確なことを確認したりして 正しく理解できる 理解の能力

○間接疑問文などの文法事項とともに、ディベートでは、自分の立場を明

確にすることや、結論を先に述べ、論の妥当性を後から説明するという

論理構築が大切にされていることを理解している。

（ ）言語や文化についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元構成の工夫

・ と を一つの大きな単元ととらえる。そして、この単Let's TALK5 Lesson7
元の指導を、概ね次のような流れで行う。

① で、ディベートで使う基本的な表現を学習させる。Let's TALK5
②生徒にとって身近な話題で何度かディベートを行わせ、定型表現の習

熟を図ったり、反論の仕方をつかませたりする。

③ の学習を行った後、 をトピックLesson7 "Carter had to save the child first."
にしたディベートを、本単元の終末の活動として設定する。

○単元指導計画の工夫

・単元の導入で とディベートの様子を示し、めざす姿に対する憧れALT
をもたせるとともに、その姿を共通理解する。

○単位時間の学習過程の工夫

・次のことをねらいとした帯活動を位置付ける。

①ディベートでよく用いる表現形式への習熟

②積極的な話し方や聞き方の定着

③使用する英語の多様化（仲間の英文を読み合うことを通して）

・どの生徒にも話す内容をもたせるとともに、意見を交わし合う上で共通

に理解した方がよい未習語の確認のために、キーワードとなる語を教師

との対話の中で指導する。

参 考 資 料 資料１：本時における生徒の作品例

資料２：仲間の英文を紹介する学習プリント（本時用）



２ 単元の評価規準

ア ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの イ 表現の能力 ウ 理解の能力 エ 言語や文化につ
関心 意欲 態度 いての知識 理解・ ・ ・

・初歩的な英語の情
聞 ・言語活動に積極的 報を正しく聞き取 ・言語や言語の運用
く評 に 取 り 組 ん で い ることができる。 についての基本的
こ価 る。 ・初歩的な英語を、 な知識を身に付け
と規 場面や状況に応じ ている。
の準 て適切に聞くこと

ができる。

・さまざまな工夫を ・初歩的な英語を用 ・初歩的な英語の学
することで、コミ いて、自分の考え 習において取り扱

話 ュニケーションを や気持ちなどを正 われた文化につい
す評 続けようとしてい しく話すことがで て理解している。
こ価 る。 きる。
と規 ・初歩的な英語を用
の準 いて、場面や相手

に応じて適切に話
すことができる。

（言語についての知識）（ ）言語活動への取組 （正確な発話） （正確な聞き取り）
単 ・自分の考えをなん ・自分の考えを正し ・理解できない語や ・間接疑問文と、
元 とか伝えようと、 く相手に伝えるた 内容については、 ＋人＋"want/tell/ask
の 間違いを恐れず積 めに、具体例や根 問い返したり確認 不定詞 の意味to "
評 極的に話している 拠を示しながら、 したりして、正し と構造を理解して。
価 ・説得力のある意見 詳しく順序立てて く理解することが いる。
規 にするために、具 話すことができる できる。 ・ 等の。 I agree with ~.
準 体例や自分の経験 ディベートでよく
等を取り入れた意 （適切な発話） （適切な聞き取り） 使われる表現を理
見づくりをしてい ・相手の意見と関わ ・相手の話の構成を 解している。
る。 らせて、自分の考 意識して聞くこと

（文化についての理解）えの妥当性を主張 で、要点を適切に
することができる 理解することがで ・ディベートでは、（コミュニケーションの継続） 。

・相手の話が分から ・必要に応じて、言 きる。 自分の立場を明ら
なければ質問した い換えたり繰り返 ・教科書本文の概要 かにすることや、
り、相手の表情に したりしながら、 を聞き取り、ケビ 結論を述べてから
応じて繰り返した 相手に応じた話し ン・カーターの行 理由を伝えるとい
り言い換えたりす 方をすることがで 動に対する登場人 う論理構築が大切
るなどしながら対 きる。 物の主張を理解す にされていること
話している。 ることができる。 を理解している。

I agree/don't agree.単 ①理解しているかを ①自分の立場とその ①相手の話の内容を ①
I see your point.位 確認するために相 理由を二文以上で 正しく理解するた や

時 手の表情を見なが 話すことができ めに、必要に応じ 等のディベートで
間 ら話したり、必要 る。 て聞き返したり確 よく使われる意見
に に応じてジェスチ 認したりして聞く を述べる際に有効
お ャーをつけて話し ②自分の考えを、 ことができる。 な表現を理解して
け たりしている。 いる。First, Second, Third
る 等の言い方を用い ②話の構成に着目を
具 ②自分の意見をより て、順序立てて話 し、主張の理由の ②間接疑問文や、
体 説得力のあるもの すことができる。 具体的な内容を理 人 動詞want to＋ ＋

の にするために、根 解することができ の意味と構造を理
評 拠を一つでも多く ③自分の考えを、具 る。 解している。
価 考えたり、詳しい 体例や気持ち、経
規 理由を考えたりし 験等を示し、詳し ③トムは、カーター ③結論をまず伝え、
準 ている。 く話すことができ さんの撮影した写 その後に根拠を述

る。 真や、そのために べるという話の進
③相手の意見を理解 彼がとった行動が め方にみられる論
しようと、うなず ④相手の意見と関わ 「衝撃的」である 理性について理解
いたり、メモをと らせながら、自分 と言っている理由 している。
ったり、聞き返し の考えの妥当性を を理解することが
たりしながら聞い 主張して話すこと できる。
ている。 ができる。



３ 指導と評価の計画（全８時間）

評価規準
時 ね ら い 学 習 活 動 評価方法 指 導・援 助

ア イ ウ エ

１ ○物事を提 【導入】

案された ○本時の課題を理解する。

とき、賛

成か反対 賛成や反対を言うときの

かを述べ 表現を理解しよう。

る表現を ① ・活動の観 ・教科書の本文には

理解する 【展開】 察 次時以降の活動で

ことがで ○教科書の内容を理解す 使用する大切な表

きる。 る。 現が多く含まれてThat's a good idea./I
いるため、繰り返agree./I see your point.

○教科書を音読する。 し音読させ口頭で

○ を用いて会 つまらず言えるよPractice Plus
話練習をする。 うにする。

【終末】

○学習したことをノートに ① ・ ﾉ ｰ ﾄへの ・音読したり、会話

書く。 記入状況 練習をしたりした

後で、英文をノー

トに書かせ、学習

したことの定着を

図る。

２ ○自分の立 【導入】

場とその ○ と との対話を ① ・活動の観 ・自分の考えをもつALT JTE
理由を、 聞き、次のﾄﾋﾟｯｸに対す 察 手がかりとなるよ

二文以上 る考えをもった上で、ペ う、キーワードを

で話すこ アで対話する （ 回） 板書していく。。 2
とができ ・理由や根拠の数をWhich is better, traveling
る。 増やさせたり、意by car or by train?
○本単元の ○次のﾄﾋﾟｯｸについて、新 ① ・活動の観 見を書いたノート

活動に対 たなペアで行う。 察 を閉じさせたり等

する意欲 の条件を与え、繰Which is better, school lunch
と見通し り返しの対話を飽or ?obento
をもつこ 【展開】 きさせないように

とができ ○単元の課題を理解する。 する。

る。 ・互いに意見を言い

～相手の主張 合わせるだけにすLet's debate!
を打ち負かし、自分たち ることで、反論し

の意見を主張しよう！～ たいとう生徒のつ

ぶやきを生みだ

○課題に対する自分の願い し、本単元の課題

をプリントに書く。 へとつなげる。

【終末】 ① ・学習プリ ・会話したことを英

○本時自分が対話の中で話 ントへの 文で書かせ、２文

した英語をプリントに書 記入状況 以上の英文になっ

き提出する。 ていない生徒には

次時までに個別に

指導する。



３ ○自分の考 【導入】

えを、具 ○前時と同じﾄﾋﾟｯｸの対話

体例や根 を、ペアを変えて行う。

拠を示す 【展開】

とともに ○本時の課題を理解する。

First ~,
Second~ Which is better to visit in等

を用いて ・ 等summer, sea or mountain? First -, Second -.
順序立て を使って話したり～「なるほど！」とジャッ

て話すこ 接続詞などを用いジが思う意見を話そう！～

とができ て詳しく述べたり

る。 ○教師の話や黒板のキーワ する話し方の具体

ードも参考に、ペアで根 を、教師の話の中

拠を二つ以上考える。 で示す。

○ 回目の意見交換を行 ② ① ・活動の観 ・文と文のつながり1
う。 察 を意識して詳しく

( ) 述べている生徒のA: We think sea is better.
( ) 姿を中間の振り返We have three reasons.

りで取り上げ、本First -. Second -. Third -.
時の課題への意識B:I see your opinion. But
付けを図る。we don't agree. We think

( ) …mountain is better.
○教師が紹介する仲間の考 ② ① ・活動の観 ・教え合いが成立す

えも参考にし、 回目の 察 るよう、必要に応2
意見交流を行う。 じてグループ内で

【終末】 ペアを変える。

○本時自分が対話の中で話 ③ ・学習プリ ・考えをもったり、

した英語をプリントに書 ントへの 英語で表現したり

き提出する。 記入状況 することが困難な

生徒に対して個別

指導を行う。

４ ○都市での 【導入】 ① ② ・活動の観 ・前時他の生徒が話

生活か田 ○前時と同じトピックの対 察 した内容を紹介す

舎での生 話を、同じペアで行う。 ることで、一人一

活のどち 【展開】 人が話す内容に深

らの立場 ○本時の課題を理解する。 まりや広がりをも

にするか たせる。

を決め、 ・質問されたことをWhich is better, city life or
その理由 日本語を使わずにcountry life?
を考える 説明する時の三つ

ことがで ○ とのモデル対話か つの方法（特に一ALT
きる。 ら、それぞれの立場の利 つ目）を、モデル

点を理解する。また、聞 対話の中で示す。

き手が分からなかったこ ①具体例をあげる

とを説明する時の方法も ②他の英語で代用

理解する。 する

○自分の立場を決め、その ③絵を描く

理由を考える。

【終末】



○理由をプリントに書き、 ② ③ ・学習プリ ・理由が十分もてて

提出する。 ントへの いない生徒には、

記入状況 次時までに個別に

指導する。

５ ○ 【導入】 ・ を言You said, You said, "~."
○前時と同じﾄﾋﾟｯｸについ うことができるよ"~." but

本 て対話する。 う、メモをしながI/we don't
時 【展開】 ら話を聞くこととagree,

○本時の課題を理解する。 聞き取れなかったbecause ~.
We think What'sときは、

~. Which is better, city life your second reason?という

言い方を 等と確認することor country life?
用いて、 ～説得力のある反論をし を指導する。

相手の意 て、ミニディベートの ・特に、具体例をあ

見と関わ 勝利を目指そう！～ げて言い換える方

らせなが 法に重点をおく。

ら、自分 ○ジャッジの基準を理解 ・ジャッジの基準を

の考えの した上で 意見を考える 明らかにさせるこ、 。

方がより ○ 回目のミニディベート ④ ② ・活動の観 とで、課題に向か1
妥当であ を行う （ ﾍﾟｱ対 ﾍﾟｱ 察 う 意 欲 付けを図。 A B
ることを 、 ﾍﾟｱはｼﾞｬｯｼﾞ） る。C D
主張する ○ジャッジを交代して、 ④ ② ・活動の観 ・活動が滞りがちな2
ことがで 回目のミニディベートを 察 生徒に対しては、

きる。 行う。 黒板やノートを指

【終末】 し示し、表現を確

○自分たちがミニディベー 認する。

トの中で話した英語をプ

。リントに書いて提出する

６ ○カーター 【導入】

さんの撮 ○前時と同じトピックで対

影した写 話する。

真が「衝 ○学習プリントを用いて間 ② ・学習プリ ・特に語順について

撃的」で 接疑問文などの新出文法 ントへの 直接疑問を比較し

。ある理由 の使い方を学習する。 記入状況 ながら理解を促す

を理解す 【展開】 ・絵を用いて、生徒

ることが ○本時の課題を理解する。 と会話しながら題

できる。 材の導入をし、話

枚 の 写 真 は な ぜ 題への興味付けを2
なのだろうか。 図る。shocking

・ 枚の絵に対する2
○教師の話や絵等から、全 生徒の素直な反応

体の概要を理解する。 の声を大切に拾い

○課題に対する考えを交流 上げながら、課題

する。 に対する意識付け

【終末】 を図る。

○交流したことを踏まえ、 ③ ・学習プリ ・自分の考えがなか

自分の考えを学習プリン ントへの なかもてない生徒

トに記入する。 記入状況 に対しては 「も、

し自分がこの場に



いたらどうする

か」等の問いかけ

をし、自分なりの

意見をもてるよう

にする。

７ ○カーター 【導入】 ・本時の課題につい

の行動の ○本時の課題を理解する。 て と対話すALT
是非につ る中で、賛成派、

いて、自 反対派それぞれがDid Carter have to save
分の考え 意見をもてるようthe child first?
をもつこ に、キーワードを

とができ 【展開】 板書したり、必要

ALTる。 ○教科書を音読する。 な未習語は、

○ で内容確認をする。 との対話の中で意QA
○課題に対する自分の立場 図的に使用し、板

を決める。 書する。

○賛成派と反対派に分かれ ② ② ・活動の観 ・順序立てた論理的

て意見をまとめる。 察 な意見の生徒の英

【終末】 文を認め広める。

○まとめた意見をプリント ③ ・学習プリ ・自分の意見が曖昧

に記入し提出する。 ントへの な生徒には、次時

記入状況 までに個別に指導

する。

８ ○カーター 【導入】

の行動の ○本時の課題を理解する。

是非につ

Carter had to save theいて、相

child first. For or Against?手の意見

と関わら

せて自分 【展開】

の考えの ○教師の司会のもと、ディ ③ ④ ② ・活動の観 ・教師が司会を行う

妥当性を ベートを行う。 察 ことで、生徒の不

主張する ①両者の立論 十分な英語を言い

ことがで ②作成タイム 換えるなどして、

きる。 ③両者の反論と、それに 積極的な主張を援

対するそれぞれの反論 助する。

④最終弁論 ・即興的に質問や対

⑤評価（勝敗）の発表 応をしようとした

【終末】 姿を認めていく。

○本単元の学習を振り返 ③ ・学習プリ ・単元を通した態度

り、できるようになった ントへの や技能の伸びにつ

ことを確認する。 記入状況 いて、一人一人の

意識を把握し、今

後の帯活動等につ

なげていく。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・ という言い方を用いて、相手の意You said, "~." but I/we don't agree, because ~. We think ~.
、 。見と関わらせながら 自分の考えの方がより妥当であることを主張することができる

（２）本時の位置 ５／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評 価 に つ い て 指 導 ・ 援 助過程

帯 ○前時と同じトピックについて、 ・ ・ を言えるYou said, "~" but I don't You said, "-."
活 前時とは違う相手と対話する。 が使えていること よう、メモをしながらagree.
動 や、理解の確認をしな 話を聞くことと、聞きA:I'm first. I think mountain is better.

I have three reasons. First ~. What's‥ がら話を進めているこ 取れない時は、

となど、具体的な姿で 等とB:You said "~", but I don't agree, be- your second reason?
認め、励ます。 言って確認することをcause ~. I think sea is better.

導 ○本時の課題を理解する。 指導する。

入 ・反論の理由を伝えたい

という生徒のつぶやきWhich is better, city life or country
～説得力のある反論をし から本時の課題を提示life?

て、ミニディベートの勝利を目 し、意識付けを図る。

clean, quiet, peaceful,指そう！～ ・

lower crime/exciting,
展 ○前時の との対話を通して ・ → 等それぞALT public transfer buses, public transfer
開 確認した都会派と田舎派それぞ れの立場のキーワードtrains, subway and so on.
れの利点と、相手が分からない 等のやりとりを通じて を板書する。、

ときの説明の仕方を確認する。 言い換えるときの一つ ・ジャッジの基準を明ら

○ジャッジの基準を理解する。 の手法として、具体例 かにし、課題へのさら

○ペアで相談しながら、自分たち をあげることがあるこ なる意欲化を図る。

① 理解できた意見や反の立場を支える根拠を考える。 とを教える。

論の数○ミニディベートを行う。終った ◎イ－④ ウ－②

② ①の内納得できた数ら ジャッジのペアと交代する ・机列表をもちながら、、 。

A:We think city life is better. We I /we don't agree, because~順序立てて根拠を述べ ・

ること等が意識されて 等の言い方を、板書をhave four reasons. First we can
いるか見届けるととも 利用して確認し、活用go shopping many times. ~.
に、反論の理由を伝え を意識付ける。B:We think country life is better.
ているかを観察する。 ・前後半の入れ替わり時We have four reasons. First,

に、理由をつけて反論people are kind. Second ~.
・提出させたプリントは できていたペアの姿をA:You said, "people are kind." But 、

次の視点で見届ける。 認め、後半の生徒たちwe don't think so. I had my bike
の意欲化を図る。broken in a country ~. ＊本時のねらいとする英語

・発想の豊かさや既習表Judge:The winner is Team Country! 表現が使えているか

現の活用がみられる英（理由は日本語で簡単に） ＊相手の意見と関わらせて

終 ○ジャッジの判定を踏まえ、もう 文をまとめ、次時の帯意見が述べられているか

末 一度ディベートをするとしたら 活動の時に紹介する。＊文法上の間違いがないか

どのように主張するのかをプリ ・英語で表現することに

ントに英語で書く。 困難を感じる生徒には

個別で対応する。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

＜イ－④＞

○相手の意見と関わらせながら自分の考えの妥当性を主張して話すことができる。

（２）評価の実際

①評価の方法

＜活動の観察＞

・机列表を持ちながら、ミニディベートにおける生徒の発話を聞く。

②評価の決定

・ の表現を使って話していて、なおかYou said "~." But I don't agree, because ~. I think ~.
つ や の後に続く内容が、相手の意見と関わりのあるもので、説得力because I think
があれば○（Ｂ以上）と判断する。

（３）個に応じた指導の実際

○単元を通した継続的な手立て

・ の表現に習熟が弱い生徒に対してYou said, "~." But I don't agree.
この表現を用いた対話活動を帯活動として位置付け、繰り返し使わせた。その結果

ほとんどの生徒が、発話の中でこの表現を自然に使うことができるようになった。

・自分の考えを既習表現を用いて言うことが苦手な生徒に対して

仲間の用いた英語表現を毎時間帯活動で紹介し、仲間の英文を通して既習表現の使

い方を復習させた。その結果、難解な内容を日本語で考え、それをそのまま英語に直

そうとしてつまずいてしまう生徒が減り、仲間の表現を真似たり活用したりして、既

習表現を用いて言えることを言おうとする生徒が増えた。

○個の学習状況に応じた手立て

・自分の考えをなかなかもつことができない生徒に対して

自分の考えをもちやすくするために、ＡＬＴとのモデル対話を提示し、その中で話

したそれぞれの立場の利点を表わすキーワードを板書で示したことで、どの生徒も必

ず一つは自分の考えをもつことができた。

・自分の考えを英語で表現することが、困難な生徒に対して

前時集めたプリントに書かれた日本語を、必要に応じて部分的に英語に直した資料

を、本時の最初に生徒に返却し、机間指導を通して、その意味や発音の仕方等を指導

する。



６ 参考資料

（１）本時における生徒の作品例

( ) ( ) ( )Opinion Sheet Class No. Name

CountrySide:

Your reasons

We may meet famous people in a city. If we meet them, we will

become very happy.

There are big department stores in a city. We can buy many

things there.

There are many foreign people in a city. We can learn foreign

culture.

City life is very interesting, because you live in a big city,

your life is like a school trip every day.

Memo

健康的 …森、動物がたくさん

リラックス…うるさくない、星がきれい

Your opinions

You said, "Country has a lot of forests. Country life makes

us healtier." But we don't agree, because some wild animals can

come out of a forest. So forests are not healtｈy. It is dangerous.



（２）仲間の英文を紹介する学習プリント（本時用）

習った言い方でこんなことも言える！ ～仲間の表現から学ぼう！～Ⅱ

◇まず大きく言ってみて、後からそれを詳しく説明 ～関係代名詞～

We can eat many delicious food which are sold at a sea house.
（海の家で売られているたくさんのおいしい食べ物を食べることができる）

◇「～の時～だ」と、言いたいことを具体的に（場面を具体的に）する

When we go to sea, we see many kinds of fish.
（海へ行くと、たくさんの種類の魚を見ることができる）

When we go to mountain, we meet many dangerous insects.
（山へ行くと、たくさんの危険な虫に会う）

◇自分の経験を話す

I became happy when we went up Mt.Ibuki.
（伊吹山に登った時、幸せな気持ちになった）

◇「～かもしれない （第 弾）」 2

You may get a boyfriend or a girlfriend.
（ボーイフレンドやガールフレンドとの出会いがあるかもしれない）

It for to◇「～するのは、私たちには…だ」

It is very tired for us to climb a mountain.
（山に登ることは、私たちにとってとても疲れることだ）

It is healthy for us to walk in mountain.
（山の中を歩くことは、私たちにとって健康的だ）

have have◇ の使い方 …「～がある」という意味の

mainasu ionMountain has many
（山にはたくさんのマイナスイオンがある）

for example◇例をあげて分かりやすくする

We can enjoy many things. For example , swimming and .suikawari babekyu
（たくさんのことを楽しめる。例えば、スイカ割り、泳ぐこと、バーベキュー）

◇「～みたい 「～のようにみえる」」

Our skin becomes black. It's healthy. It looks active.
（日焼けする。健康的だ （日焼けしていると）活発にみえる）。


